
簡易操作マニュアル

YouTube 「伯東理化学チャンネル」に動画マニュアルも掲載しています。
https://www.youtube.com/@hakuto_spc/videos

伯東株式会社 システムプロダクツンパニー
営業一部 営業第三グループ



① ファイルを開く～１枚の画像を開く～。

画像を開く→参照→画像を1枚ずつ開く。
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① ファイルを開く～複数画像をまとめて開く～。① ファイルを開く

シーケンスとして開く→複数ファイルをセットで開く（まとめて処理する場合）



2値化自動測定手順
A.スケールを較正する。

→ A-1 較正データ作成 ～スケールバーで較正～

→ A-2 較正データ作成 ～顕微鏡のスケールデータで較正～

B.画像解析の前処理をする。
→ B-1 調整：サイズ変更
→ B-2 コントラスト調整
→ B-3 フィルタの利用（輝度均一化、ノイズ除去、輪郭強調等）

C.測定範囲を指定する。
→ 選択：ROI

D. 2値化の閾値を設定し、カウントする。
→ カウント/サイズ：自動 or スマート

E.測定結果を出力する。
→ カウント/サイズ→データ表（Excel） 3



A-1.スケールを較正する。～スケールバーで較正～

ホーム or 取込みメニュー
→較正データ作成
→クイック空間較正
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※スケール較正後は、較正データが保存されます。

任意の較正名、単位、基準物の
実寸を入力し、OKで適用する。
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マウスでドラッグして
基準のスケールバーで較正する。



A-2.スケールを較正する。～顕微鏡の較正データで較正～

「未較正」の赤文字をダブルクリック
すると、画面右側に設定画面が開く。
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A-2.スケールを較正する。～顕微鏡の較正データで較正～

①新規作成＋アイコンをクリック。
②較正データ名を入力。
③名前のプルダウンで単位を選択。
④画素/単位 or 単位/画素を入力。
⑤適用✓アイコンをクリック。

適用、新規アイコン



※保存した較正データを別の画像で使用する方法。

保存した較正名を選択し
適用アイコン✔を押す。

別の画像を開いたときに
未較正をダブルクリック

適用アイコン
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B-1.画像解析の前処理 / 画像サイズの変更

①サイズ変更▼画素 orパーセンテージ
任意の数値を入力する。

②「サイズ変更」で適用する。
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FIB-SEM画像の傾斜角度による
Y軸補正や、画像の画素数を
変更する際にご活用頂けます。



B-2.画像解析の前処理 / コントラスト調整

注意：コントラスト調整後は必ず
適用ボタンを押してください。
※適用前は表示画面のみ変更しています。

顕微鏡と同様に明るさ、
コントラスト、γ補正の調整可能。
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白黒反転はこのアイコン



背景の輝度ムラ 粒子の繋がり ノイズ

2値化カウント時にこのような問題がある画像は、
画像フィルタ―の適用により改善できます。
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B-3. 画像フィルタを利用し、2値化カウントを容易にする。



処理→2Dフィルタを選択

B-3.画像解析の前処理 / フィルタの利用
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効果的なフィルタ
ローパス or メディアン：ノイズ除去
平坦化：背景の輝度ムラ補正
局部イコライズ、バンドパス：輪郭強調

青枠の中で選択フィルタのプレビュー画面を
ご覧いただけます。
※各種パラメーターを調整してください。

もう一度クリックすると、プレビュー画面を
解除できます。



例：平坦化：背景の輝度ムラ補正

B-3.画像解析の前処理 / フィルタの適用

フィルタが決まったら、適用
ボタンを押してください。
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適用前 適用後



C.測定範囲をROIで指定する（全体を測定する場合は不要）

選択→ROI（対象領域）
ROI枠内面積を
「100％」に指定されます。
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※ROI指定した領域を切り出す方法（クロップ）。

ROIサイズの指定も可能ROIで囲んだ後に
切り出しを適用
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①選択→図形マネージャーを起動
② +追加アイコン▼で全追加
③保存アイコンで保存。
※展開は隣のフォルダアイコン

事前にROIを作成

※複数ROIの保存方法。
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保存したファイルを展開し、
コピーアイコンで別の画像に貼り付け

①図形マネージャーを起動

※保存したROIの使用方法。
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D-1 2値化の閾値を設定し、カウントする。

明色 or 暗色：大津方式による自動2値化
※自動2値化の方式はオプションから変更可能。
手動→輝度差による2値化。
スマート→輝度、背景等による自動認識による2値化。

閾値を調整
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※カラー画像の場合は、スポイトで色塗りして抽出する。

色モードを選択スポイトアイコンで対象
エリアを塗りつぶす。
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※スマート（学習機能）での対象物抽出方法

①対象物（1色目）を数ヶ所囲む。
②対象物(2色目）を数ヵ所囲む。

③背景を数ヶ所囲む

スマート：微妙な輝度、背景の違いを
ソフトが自動的に分類する機能

2色以上測定する場合は
クラスを追加していく。

④カウント
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任意の測定項目を追加

D-2測定項目を選択する。
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D-3 測定結果はデータ表に表示される。

このアイコンでデータ表
が表示される

統計データExcel転送
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※特定の範囲の対象物のみ測定する（選別機能）

①選別項目を選択

測定項目で選択した項
目が表示されます。

②範囲を指定

③ OKをクリック
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※ヒストグラム表示方法

このアイコンでヒストグ
ラムが表示される

24



※測定結果の学習分類方法

①分類数分の追加をクリック

②選別の基準となる
測定項目を選択

③→クリック、画像から対象を選択

④設定後、分類を実行
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分類したクラス別の測定結果の表示方法

分類アイコン
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Σアイコン▼
グループ別の統計



ファイルの保存方法
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ファイル→名前を付けて保存→「tif」ファイルで保存。

A.測定線と画像を一緒に保存する（Image-Pro用ファイル）。
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画面取込：画像全体を保存 or
連続画像を動画として保存

B.測定線と画像を一緒に保存する（任意のファイル形式）。

① レビュー→画面取込で画像を変換。
② ファイル→名前を付けて保存

→任意のファイル形式で保存。
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※ズーム画像を保存する場合
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画面取込：拡大縮小なしで保存
表示取込：操作画面のズームで保存



C.測定条件のみ保存する（別の画像に適用可能）。

Image-Pro設定ファイルで保存。
測定項目、選別設定、閾値などが
まとめて保存されます。
※展開は上のフォルダアイコン

31


